
申請区分  研究促進費（共同） 

実施期間  2021年 12月 16日 ～ 2022年 4月 30日 

実施代表者  関西大学・文学部・教授・門林岳史 

実施分担者  関西大学・人間健康学部・教授・小室弘毅 

関西大学・人間健康学部・教授・村川治彦 

成果の概要  

本研究課題は、実施代表者が所属する東西学術研究所身体論研究班（活動期間 2016 年度〜2021 年
度）、および同研究班によって採択された科研費・基盤研究（B）「荒川修作＋マドリン・ギンズ遺稿デ
ータベース構築にもとづく天命反転思想の研究」（研究代表者：文学部三村教授､2017−2021 年度）に
よる 6 年間の研究活動内容が、当初の予想以上に発展拡大したことを受け、それに対応するために設
定された。 
研究計画書記載のとおり、第 4 回荒川+ギンズ国際カンファレンス（AGxKANSAI 2022：Art and 

Philosophy in the 22nd Century After ARAKAWA+GINS）を開催した。会期は 2022年 3月 11—15
日の 5日間、京都芸術大学を会場として、対面とオンラインのハイブリッド形式で行われた。前半の 3
日間（11、12、13日）は、上記科研費によるプログラムであり、荒川修作＋マドリン・ギンズの哲学、
思想、身体論をテーマにした講演、対談、研究発表を行った。後半 2日間（14、15日）は本教育研究
緊急支援経費によるプログラムで、荒川＋ギンズの芸術活動や建築を中心とした発表、作品展示、ワー
クショップを実施した。最終的な登録参加者は、347名（海外からの参加は 66名）、コロナ禍により入
場制限し、各日 30 から 60 名ほどの対面参加があった。時差を考慮し、各プログラムはオンラインに
よるリアルタイムとオンデマンドビデオで配信した。招待講演や展示作品解説ツアーについては、現在
もカンファレンスwebページにて日本語・英語にて情報発信している。
計画書に記載した、荒川＋ギンズの体験型作品〈ボトムレス・共身体〉（1963 年）の再制作も予定ど

おり実施し、展示および制作過程に関する討議も行われた。会場参加者には、作品を内部から眺める体
験とそれをふまえたワークショップ（14日研究分担者小室、15日ダンサー木田真理子氏）が提供でき
た。 
以上、後半２日間を追加した国際カンファレンス開催により、関西大学が荒川＋ギンズ研究の拠点で

あることを世界的にアピールすることができた。 

教育研究緊急支援経費 

22世紀のアートと哲学 —after Arakawa and Gins— 



実施成果  

〔雑誌論文〕 計（ ０ ）件  うち査読付論文 計（ 1 ）件 
（著者名、論文標題、雑誌名、巻、発行年、最初と最後のページ、査読の有無） 

１ 小室弘毅「荒川修作の天命反転思想と子ども」関西大学人間健康学部『人間健康学研究』第十五号、
2022年 3月 31日、19 -34頁、査読あり 

 

〔学会発表〕計（ 2 ）件  うち招待講演 計（ ０ ）件 
（発表者名、発表標題、学会等名、発表年月日、発表場所） 

１ 村川治彦、"To Not Die"、AGxKANSAI 2022: Art and Philosophy in the 22nd Century After 
ARAKAWA+GINS、2022年 3月 11日、京都芸術大学 Studio21 

 
２ 小室弘毅、"'New Sensory Gravity' and the Mechanism of Losing Balance"、AGxKANSAI 2022 

Art and Philosophy in the 22nd Century After ARAKAWA+GINS、2022年 3月 12日、京都芸術
大学 Studio21 

 

〔図 書〕 計（ 1 ）件 
（著者名、書名、出版社、発行年、総ページ数） 

１ 門林岳史、「ポストヒューマンの後に誰が来るのか？」、竹﨑一真、山本敦久編『ポストヒューマン・
スタディーズへの招待——身体とフェミニズムをめぐる 11の視点』、堀之内出版、2022年 3月、
全 216頁（168—196頁） 

 
 

〔出 願〕    計（ 0 ）件 
（発明者、権利者、産業財産権の名称、産業財産権の種類、番号、出願年月日、国内・外国の別） 

 
 

〔取 得〕    計（ 0 ）件 
（発明者、権利者、産業財産権の名称、産業財産権の種類、番号、出願年月日、国内・外国の別） 

 
 

 



 

 
申請区分  研究促進費（個人） 

実施期間  2022年 3月 4日 ～ 2023年 3月 3日 

実施代表者  関西大学・社会学部・溝口 佑爾 

成果の概要  

本研究の目的について 
本研究の目的は、東日本大震災で津波に流され持ち主不明となった写真（被災写真）約 33万枚を災

害アーカイブとして保存するための足場を組むことである。東日本大震災の被災地各地では震災から
10 年経った 2021 年 3 月を区切りに返却活動を終了し、被災写真を廃棄する動きが活発化している。
しかし、返却されなかった被災写真は、災害アーカイブとしても写真のアーカイブとしても類をみない
写真資料かつ民族学的な資料であるため、物質としての被災写真そのものを何らかの形で残す必要が
ある。そんな折の 2021 年 12 月に新型コロナウイルス禍の影響で先延ばしとなっていた山元町での写
真返却終了が 2022年 3月と決定したため、災害アーカイブとして被災写真を残していくための足がか
りを 2022年度のうちに作ることが急遽必要となったため、緊急支援経費による支援を申請した。 
 
本研究の成果について 
本研究で計画した 2つの研究について、次のとおり遂行し、成果が得られた。 

 
【研究 1】被災写真そのものへの保存処理についての検討および遂行 
被災写真の一部に保存処理を施す実験を行い（2022 年 8 月-9 月）、その成果を写真修復士の白岩洋

子氏と共に検証し、より現実的な保管方法の検討を行った（2023年 2月）。具体的には ①保管方法：
1 枚ごとに ID を付与した上で写真アルバムを解体して箱ごとの保管がより妥当  ②保存の基準につい
ては ISO JIS K 7641-2008で定めることが妥当 という知見が得られた。 
 
【研究 2】「災害アーカイブとしての被災写真」を残すためのWS実施に向けた準備 
被災写真の大規模な返却会を行なった上で（2022年 3月）、自治体担当者との打ち合わせを行い（2022

年 5月・12月）、WSを前倒しで実施できることとなった（申請時には 2024年度に開催予定としたが、
2023年度に実施することとなった）。 
 
また、無作為抽出を経て回収された一種のビッグデータでもあることから、被災写真は災害アーカイ

ブとしてだけではなく、写真関連の研究の統一理論（写真の＜考古学＞）を作るための資金石となると
いう発想が得られた。この成果を論文「構想：写真の＜考古学＞」（溝口 2023）としてまとめ、この成
果に基づいて科研費基盤(C)「写真の「考古学」の基盤構築に向けた実践研究：被災写真の資料化を手
段として」（2023年 4月-2027年 3月）を獲得した。 

教育研究緊急支援経費 
被災写真を災害アーカイブ資料として残すための官学連携に向
けた研究実践 



教育研究緊急支援経費による支援のおかげで、突発的な状況変化への対応が可能となっただけでは
なく、より長期的な研究助成を得て今後の研究に繋げることができた。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



実施成果  

〔雑誌論文〕 計（1）件  うち査読付論文 計（0）件 
（著者名、論文標題、雑誌名、巻、発行年、最初と最後のページ、査読の有無） 

１ 溝口佑爾、「構想：写真の＜考古学＞」『社会学部紀要』54(2)、2023、47-64頁、査読無 

 
 
〔学会発表〕計（0）件  うち招待講演 計（0）件 
（発表者名、発表標題、学会等名、発表年月日、発表場所） 

 
 
 
〔図 書〕 計（0）件 
（著者名、書名、出版社、発行年、総ページ数） 

 
 
 
 
〔出 願〕    計（0）件 
（発明者、権利者、産業財産権の名称、産業財産権の種類、番号、出願年月日、国内・外国の別） 

 
 
 
〔取 得〕    計（0）件 
（発明者、権利者、産業財産権の名称、産業財産権の種類、番号、出願年月日、国内・外国の別） 

 



 

 

申請区分  国際シンポジウム等助成 

実施期間  2021年 8月 5日 ～ 2021年 8月 6日 

実施代表者  関西大学・化学生命工学部・教授・長岡 康夫 

実施分担者  関西大学・システム理工学部・教授・梶川 嘉延 

関西大学・システム理工学部・教授・宅間 正則 

関西大学・環境都市工学部・教授・池永 直樹 

関西大学・環境都市工学部・教授・兼清 泰明 

関西大学・化学生命工学部・教授・川﨑 英也 

成果の概要  

本学は、世界各国の大学との国際交流協定締結を進めているが、理工学研究科及び理工系 3 学部で
は、学生の単位取得を目的とした留学面だけでなく、国際共同研究をベースとした海外協定大学との交
流に大学院生を関与されることで研究のみならず教育への波及効果を意図している。このような背景
のもと、国際交流協定を締結しているアジアを中心とした海外協定大学間で、理工学分野の最新の研究
内容の発信・情報交換を行うことを目的として、国際シンポジウム（International Symposium in 
Science and Technology、ISST）を毎年、企画している。本申請は、この ISST2021に関わる補助申請
である。本年度の ISST2021 は、関西大学がホーム校として関西大学千里山キャンパスにて開催予定で
あったが新型コロナウイルス感染が拡大している状況を鑑み、一堂に会して学会を開催することが困
難と考え、2021 年 8 月 5 日(木)から二日間にわたりオンライン形式（ZOOM）で開催した。表１に
ISST2021の参加登録者数とその内訳を示す。322名の参加登録者数となり、海外からの参加者登録数は
135名（約 42%）と、多くの方が海外から参加し、国際学会として大変盛況であった。代表者（長岡康
夫 理工学研究科長）のもと分担者による実施体制とその役割分担は、次の通りである。海外協定校と
の連携やシンポジウム全体の運営方針を決定する「総括」担当、シンポジウムプログラムの企画・運営
を行う「プログラム運営」担当、広報や参加・発表者登録、及び当日のシンポジウム講演の運営を行う
「庶務」担当が、連携・協力して本シンポジウムを実施した。 
 研究発表については、基調講演 1件（Design of smart polymer biomaterials that innovate next-
generation medicine: An introduction of KU-SMART project、関西大学化学生命工学部 大矢 裕一 
教授）と６つの研究分野で口頭発表 88 件、ポスター発表 141 件の発表があり、活発な議論がなされ
た。表２にその口頭・ポスター発表の内訳を示す。学生ポスター発表においては、投票による審査を行
い評価の高かった優秀な発表に対しては、優秀ポスター賞を贈った。 
I 
 

教育研究緊急支援経費 

15th International Symposium in Science and Technology 
at Kansai University 2021(15th ISST2021) 



SST は関西大学の海外協定校を基軸とする様々な理工系分野の科学技術研究者のコミュニティであ
り、今回多くの海外からの参加者があったことから、本シンポジウムを契機に新たな共同研究、学生の
相互派遣などがスタートするきっかけになるなど、実質を伴った国際交流をする上で重要な機会とな
った。また、本シンポジウムに参加した大学院生には、国際的研究感覚のある研究者への素養を身につ
けるキッカケとなる機会を提供できるなど、人材教育・育成を同時に達成できた意義も大きいといえ
る。 
本国際シンポジウムでは、海外協定大学の代表者が集い、海外協定大学間組織「CONECUTS」の連携
強化を図ることも再確認できた。今後、「CONECUTS」を活用して SDGs実現に向けた研究や国際教育
を進めるアジア共同体として、大きく飛躍していくための重要な機会となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

表１. ISST2021 参加登録者数の内訳

所属
　参加
登録者数

関西大学【学生】 133
関西大学【教員】 54
チュラロンコン大学【学生】/タイ王国 28
チュラロンコン大学【教員】/タイ王国 7
タマサート大学シリントン国際工学部（SIIT)【学生】/タイ王国 11
タマサート大学シリントン国際工学部（SIIT)【教員】/タイ王国 3
正修科技大学【学生】/台湾 5
正修科技大学【教員】/台湾 8
マレーシア国立ケバングサン大学【学生】/マレーシア 11
マレーシア国立ケバングサン大学【教員】/マレーシア 4
マレーシア科学大学【学生】/マレーシア 15
マレーシア科学大学【教員】/マレーシア 4
台湾国立中央大学【学生】/台湾 23
台湾国立中央大学【教員】/台湾 11
その他【学生】 3
その他【教員】 2
学生 229
教員 93
総合計 322

表2. 口頭・ポスター発表の内訳

研究分野 口頭発表
ポスター

発表
総数

1.Mathematics and Physics 6 3 9
2.Mechanical Engineering 12 19 31
3.Electrical and Electronic Engineering
 and Information Technology

15 37 52

4. Civil Engineering and Architecture 15 18 33
5.Materials Engineering and Chemistry 20 38 58
6. Life and Food Science 20 26 46

Total 88 141 229
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